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鹿児島市街地では、吉野台地の南端のほか、シラスの崖と谷が確認できます。大き
な河川はなく、吉野台地からは稲荷川、八重山の連なりからは甲突川が流れ、その
支流などが台地を削り、河口にわずかな沖積平野ができ、主に江戸時代以降に埋
め立てを繰り返すなどして平野が広がりました。周辺部から産出される「溶結凝灰
岩」は建物等によく利用され、鹿児島は石の文化に彩られたまちといえます。

石の文化と火山マップ
Map of the stone culture in Kagoshima

鹿児島駅

山形屋

鹿児島市役所名山小学校

県民交流センター

黎明館

鹿児島（鶴丸）城跡 長田中学校

春日神社

薩摩義士碑

鹿児島県立図書館

かごしま水族館

維新ふるさと館

鹿児島市立美術館照国神社

中央公園

天文館公園

清滝公園

平田公園

城山展望台

ザビエル公園
山下小学校

鶴丸高校

鹿児島高校

マルヤガーデンズ

異人館

草牟田墓地

アミュプラザ鹿児島

鹿児島中央駅

鹿児島
工業高等高校

伊敷中

鹿児島
女子高等高校

西原商会アリーナ
（鹿児島アリーナ）

旧鹿児島
刑務所正門

菅原神社

琉球人松碑

福昌寺跡

たんたど

新波止砲台跡

かんまちあ

上本町公園
多賀山公園

清水中学校

清水小学校

稲荷神社

玉龍中学校
・高等高校

清水城跡

八坂神社

稲荷
川

桜島フェリー
ターミナル

南洲公園

南洲神社

若宮神社

石橋記念公園

仙巌園
尚古集成館

若宮公園

鶴嶺神社

西郷隆盛銅像
中央公民館

西郷隆盛洞窟
大龍小学校

南洲墓地
南方神社

1

3

6

4

5

7

2

永安橋（抱真橋）

大乗院橋

祇園之洲砲台跡

鹿児島湾（錦江湾）

新上橋

西田橋

石灯籠

玉江橋

花倉層
↗

旧島津氏
玉里邸庭園

水道石管

いづろ通り

千尋巌

水道発祥之地
記念碑

祇園之洲公園

甲
突
川

鹿児島（鶴丸）城跡

慶長６（１６０１）年に築城が始まっ
た鹿児島城。石垣には鹿児島城
下周辺に産出する溶結凝灰岩が
活用されました。本丸の内堀にあ
る石垣だけでなく、二之丸沿い
にも加工した切石がふんだんに
利用されています。その積み方に
注目してみましょう。

西郷隆盛洞窟

西南戦争の最後の戦いの直前
に西郷がいたとされる洞窟。この
洞窟周辺の地層は鳥越火砕流と
呼ばれる阿多カルデラ起源の火
砕流です。岩崎谷では他の場所
でもこの火砕流が確認され、その
上にシラスが重なっています。

新波止砲台跡

嘉永年間、島津斉彬が鹿児島城
下の防衛機能を高めるために建
造しました。現在、かごしま水族
館横にある新波止は、明治４０年
に鹿児島港が重要港湾に指定
を受けるために大工事した際の
もので、当時の石工たちの名前
が表面の石材に刻まれていま
す。見つけてみましょう。

南洲墓地

西郷隆盛らが眠る南洲墓地。そ
れらの墓石のほとんどが地元産
の溶結凝灰岩です。西郷隆盛の
墓は下門火砕流の溶結凝灰岩
で、産出の少ない石です。
また墓地や神社のある小高い丘
の下には、吉野火砕流の溶結部
が確認できます。それが丘を形成
していることも確認できます。

福昌寺跡

島津家の菩提寺であった福昌寺
跡にある墓地には、歴代当主と
その家族の墓が並んでいます。そ
れらの多くに利用されているの
は「山川石」と呼ばれる石です
が、周辺の石垣や石灯籠に使わ
れている溶結凝灰岩とは異なる
ものです。どのように違うのか比
較してみましょう。

石橋記念公園・祇園之洲公園

ここに移築、保存されている三つ
の石橋は、かつて甲突川に架橋さ
れていました。江戸後期に、肥後国
の石工・岩永三五郎の指導によっ
て造られ、その後南九州には多く
の石橋が誕生しました。西田橋は
橋脚と欄干に異なる石材を用いて
います。どのように違うのか軽石に
注目して観察してみましょう。

磯地区の建造物

磯地区周辺は、吉野火砕流が広く堆積していることから、利用しやすい
石材が容易に取得できる地域です。そのため世界文化遺産にも登録さ
れている反射炉跡の基礎には巧みに積まれた吉野火砕流の溶結凝灰
岩の石積みを確認することができます。ただ同じ世界文化遺産の旧集
成館機械工場こと尚古集成館の建物は、周辺で石材が確保できるの
に甲突川沿いに産出する加久藤火砕流の溶結凝灰岩を活用していま
す。どうして遠くから運んできた石材を使用したのか考えてみましょう。
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新上橋から下流の甲突川は
江戸時代に流路の変更が
行われたとされています。

かつての甲突川は新上橋の
あたりから城山に沿う流路
だったと考えられています。

ここ冷水周辺でも石切
が行われていました。

鹿児島港沿いにはかつて石造り
の倉庫が建ち並んでいました。
今も数棟見ることができます。

鶴嶺神社の鳥
居は加治木石

鹿児島駅前電停からいづろ通
電停に至るカーブはかつての
海岸線。軌道にはシラスブ
ロックが使われています。

周囲より高い場所にあり、戦国時
代に「内城」がおかれました。江戸
時代は島津家の分家の屋敷も並
び、立派な石垣が今もあります。

「千尋巖」は
吉野火砕流

桜島へは、鹿児島港からフェ
リーで約 15 分、約 4 キロの
距離です。錦江湾の奥部姶良
カルデラを体感してください。

吉野火砕流との境か
ら水が湧き、現在も水
源地となっています。

菅原神社の境内からは吉野
火砕流が観察できます。溶結
凝灰岩を加工した牛は見事。

吉野火砕流の上に城
山層が重なっている
様子がわかります。

鳥越火砕流が見ら
れる西郷隆盛洞窟

バス停の名前にもなっている「たんたど」。
たんたど石＝吉野火砕流のことです。

北進すると左手に花倉
層の崖が観察できます。

水源地

水源地

いづろの語源は「石灯籠」とも。
いろいろな時代に造られた石灯
籠が通りの角に三つあります。
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